
平
成
二
十
四
年
人
事
院
規
則
一―

五
七

人
事
院
規
則
一―

五
七
（
復
興
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
人
事
院
規
則
の
適
用
の
特
例
等
に
関
す
る
人

事
院
規
則
）
　
抄

人
事
院
は
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
国
家
公
務
員
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
等
に
基
づ
き
、
復
興
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
人
事
院
規
則
の
適
用
の

特
例
等
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

（
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
人
事
院
規
則
の
適
用
の
特
例
）

第
一
条
　
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
欄
に
掲
げ
る
規
則
の
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

規
則
八―

一
二
（
職
員
の
任
免
）

第
九
条
第
四

項

デ
ジ
タ
ル

庁

デ
ジ
タ
ル
庁
、
復
興
庁

第
三
十
条
第

一
項
第
一
号

及
び
デ
ジ

タ
ル
庁

、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
復
興
庁

第
四
十
八
条

第
一
項

機
関

機
関
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項

の
復
興
推
進
委
員
会

規
則
九―

一
二
三
（
本
府
省
業
務

調
整
手
当
）

第
二
条

次
に
掲
げ

る
組
織

次
に
掲
げ
る
組
織
及
び
復
興
庁
（
復
興
局

を
除
く
。
）
に
置
か
れ
る
職

規
則
一
一―

四
（
職
員
の
身
分
保

障
）

第
七
条
の
二

第
五
項

及
び
デ
ジ

タ
ル
庁

、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
復
興
庁

第
十
一
条

機
関

機
関
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項

の
復
興
推
進
委
員
会

規
則
一
四―

二
一
（
株
式
所
有
に

よ
り
営
利
企
業
の
経
営
に
参
加
し

得
る
地
位
に
あ
る
職
員
の
報
告
等
）

第
二
条
第
一

項

デ
ジ
タ
ル

庁

デ
ジ
タ
ル
庁
、
復
興
庁

規
則
二
一―

〇
（
国
と
民
間
企
業

と
の
間
の
人
事
交
流
）

第
二
条
第
二

項
第
一
号

デ
ジ
タ
ル

庁

デ
ジ
タ
ル
庁
、
復
興
庁

第
二
条
第
二

項
第
二
号

第
十
四
条

第
一
項

第
十
四
条
第
一
項
、
復
興
庁
設
置
法
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十

三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第

十
七
条
第
一
項

２
　
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
規
則
九―

七
（
俸
給
等
の
支
給
）
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は

、

同

表

中

「

及

び

デ

ジ

タ

ル

庁

」

と

あ

る

の

は

「

、

デ

ジ

タ

ル

庁

及

び

復

興

庁

」

と

、「

デ
ジ
タ
ル
庁

」

と

あ

る

の

は「

デ
ジ
タ
ル
庁

復
興
庁

」
と
す
る
。

３
　
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
規
則
九―

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
別
表
第
一
の
規
定
の
適

用

に

つ

い

て

は

、

同

表

中「

十
三
　
デ
ジ
タ
ル
庁

組
織

官
職

区
分

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
職
又
は
当
該
職
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
助
け
る
職
に

就
い
て
い
る
職
員
で
構
成
さ
れ
る
組
織

審
議
官

参
事
官

一
種

企
画
官
（
人
事

院
の
定
め
る
も

の
に
限
る
。
）

二
種

」

と

あ

る

の

は

、

「

十
三
　
デ
ジ
タ
ル
庁

組
織

官
職

区
分

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
職
又
は
当
該
職
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
助
け
る
職
に

就
い
て
い
る
職
員
で
構
成
さ
れ
る
組
織

審
議
官

参
事
官

一
種

企
画
官
（
人
事

院
の
定
め
る
も

の
に
限
る
。
）

二
種

十
三
の
二
　
復
興
庁

組
織

官
職

区
分

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
又
は
当
該
職
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
助
け

る
職
に
就
い
て
い
る
職
員
で
構
成
さ
れ
る
組
織

審
議
官

参
事
官

一
種

企
画
官
（
人
事
院

の
定
め
る
も
の
に

限
る
。
）

二
種

復
興
局

局
長

一
種

次
長

二
種

参
事
官

四
種

」
と
す
る
。

４
　
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
規
則
一
六―

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
表
中
「
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
号
及
び
第
八
号
の
二
」
と
、
「
八
　
デ
ジ
タ
ル
庁
」
と

あ

る

の

は「

八
　
デ
ジ
タ
ル
庁

八
の
二
　
復
興
庁

」
と
す
る
。

（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
人
事
院
規
則
の
適
用
の
特
例
）

第
二
条
　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
規
則
九―

四
二
（
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る

職
員
の
俸
給
月
額
）
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
」
と
あ
る

の
は
「
復
興
庁
の
事
務
次
官
に
充
て
ら
れ
た
内
閣
審
議
官
の
俸
給
月
額
は
、
別
表
の
イ
の
項
に
定
め
る
号
俸
の
額

と
し
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
」
と
、
「
別
表
」
と
あ
る
の
は
「
同
表
」
と
す
る
。

２
　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
規
則
一
一―

八
（
職
員
の
定
年
）
別
表
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
表
中
「
又
は
郵
政
改
革
推
進
室
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
郵
政
改
革
推
進
室
長
又
は
復
興
庁
の
事

務
次
官
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
七
日
人
事
院
規
則
九―

一
七―

一
三
六
）
　
抄

1



（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
二
九
日
人
事
院
規
則
一―

六
二
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
（
規
則
一―

四
に
第
百
三
項
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十

四
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
六
条
（
規
則
一―

三
四
別
表
の
三
の
表
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
七
条
（
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
一―

三
四
別
表
の
三
の
表
規
則
一
〇―

九
（
民
間
派
遣
研
修
）
の
項
に
掲
げ
る

人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
九
条
（
規
則
一―

五
七
第
一
条
第
一
項
の
表
規
則

一
〇―

九
（
民
間
派
遣
研
修
）
の
項
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
二
九
日
人
事
院
規
則
二
一―

〇―

六
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
人
事
院
規
則
一―

五
七―

一
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
人
事
院
規
則
一―

五
七―

二
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
七
日
人
事
院
規
則
九―
一
七―

一
六
一
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
一
日
人
事
院
規
則
一―

七
七
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
人
事
院
規
則
九―

一
七―

一
六
八
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
人
事
院
規
則
一
六―

〇―

七
四
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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